
小
樽
み
な
と
と
防
波
堤

私
と
遺
産

世
界
的
な
大
事
業

小
樽
市
在
住
の
小
説
家
、
蜂
谷
涼
さ
ん
（
40
）
に
、

小
樽
港
防
波
堤
建
設
を
題
材
に
し
た
著
書
「
海
明
け
」

（
昨
年
８
月
・
講
談
社
刊
）
が
あ
る
。
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

で
あ
り
な
が
ら
、
困
難
を
極
め
た
防
波
堤
建
設
や
そ
れ

に
携
わ
っ
た
人
々
、
当
時
の
小
樽
の
世
相
を
描
き
、

「
小
樽
再
発
見
」
の
貴
重
な
資
料
と
も
な
っ
て
い
る
。

蜂
谷
さ
ん
は
小
樽
生
ま
れ
。
東
京
で
テ
レ
ビ
番
組
の

企
画
や
コ
ピ
ー
作
り
に
携
わ
る
傍
ら
文
筆
活
動
を
続

け
、
90
年
「
銀
の
針
」
で
第
11
回
読
売
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
大
賞
の
佳
作
を
受
賞
。
小
説
で
は

94
年
「
分
別
回
収
」
で
文
学
界
新
人
賞
候
補
に
、
96
年

「
煌
浪
の
岸
」
で
小
説
新
潮
長
編
新
人
賞
候
補
と
な
っ

た
。７

年
前
、
小
樽
に
戻
っ
て
か
ら
「
以
前
と
違
っ
た
視

点
で
小
樽
を
見
つ
め
た
い
」
と
題
材
を
考
え
た
。
高
台

に
あ
る
自
宅
か
ら
毎
日
、
港
と
防
波
堤
を
見
る
う
ち

「
グ
ロ
ー
バ
ル
と
い
う
言
葉
が
な
い
時
代
、
世
界
に
冠

た
る
防
波
堤
建
設
は
、
ま
さ
に
グ
ロ
ー
バ
ル
で
壮
大
な

事
業
だ
っ
た
」
と
、
小
説
の
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
た
。

資
料
の
収
集
か
ら
書
き
上
げ
る
ま
で
約
１
年
。
物
語

は
明
治
・
大
正
時
代
の
小
樽
を
舞
台
に
、
独
立
心
旺
盛

な
女
性
が
逆
境
に
負
け
ず
に
道
を
切
り
開
き
、
そ
の
過

程
で
防
波
堤
建
設
の
指
揮
を
執
っ
て
い
た
幹
部
と
恋
心

を
抱
き
あ
う
ス
ト
ー
リ
ー
。
当
時
の
小
樽
の
繁
栄
ぶ
り

100
年
経
て
も

ゆ
る
が
ぬ
機
能
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